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令和7年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

概
　
　
　
要

電話番号

令和5年度

ホームページ

①公社等のあり
方見直し

（～令和４年度）
・道路施設等の計画的補
修の実施
・橋梁の耐震対策、津波
避難誘導対策の早期実
施
（令和５年度～）
・道路施設等の計画的補
修の実施
・橋梁の耐震工事の実施
・津波避難誘導施設の運
用

（～令和４年度）
・事業計画の着実な推進
（令和５年度～）
・運営の効率化

（計画）
　一ツ葉有料道路補修計画（R2策定）に基づ
き、県と連携を図りながら計画的な補修工事等
を行う。
　橋梁の耐震対策について、関係機関と調整を
図りながら工事を行う。
　災害発生時に備え、津波避難誘導施設の運
用方法について、公社ホームページ等で周知を
行う。
（実績）
　計画的な補修工事については、優先度の高
い島田橋の工事を完了させた。
　橋梁耐震対策については、一ツ葉橋の工事を
完了させるとともに、一ツ葉大橋の工事を継続
して行った。
　津波避難誘導施設の運用方法については、
公社ホームページ等で周知を行うとともに、より
わかりやすい周知方法の検討を進めた。また、
地震・津波発生時の通行規制基準についても
周知を行った。

  多様な利用促進策の実施
による道路料金収入の確保
と経費の適正な執行や縮減
に取り組み、健全な経営に努
める。
　橋梁耐震対策を着実に推
進するとともに、利用者に
とって安全・安心で快適な道
路となるよう維持管理を行
う。

（計画）
　一ツ葉有料道路補修計画
（R2策定）に基づき、県と連
携を図りながら計画的な補
修工事等を行う。
　橋梁の耐震対策について、
関係機関と調整を図りながら
工事を行う。
　災害発生時に備え、津波避
難誘導施設の運用方法につ
いて、公社ホームページ等で
周知を行う。
（実績）
　補修優先度の高い、島田
橋の補修工事を継続して
行った。
　橋梁耐震対策については、
一ツ葉大橋及び一ツ葉橋の
工事を継続して行った。
　津波避難誘導施設の運用
方法については、リニューア
ルした公社ホームページ等
で周知を行った。

（計画）
  限られた人員により業務を的確に遂行するた
め、業務改善や職員間の連携協力等により、運
営の効率化を図る。
（実績）
　限られた人員により業務を的確に遂行するた
め、業務改善や職員間の連携協力等により、運
営の効率化を図った。

（計画）
 限られた人員により業務を的確
に遂行するため、業務改善や職
員間の連携協力等により、運営
の効率化を図る。

（計画）
　一ツ葉有料道路補修計画（R2
策定）に基づき、県と連携を図り
ながら計画的な補修工事等を行
う。
　橋梁の耐震対策について、関係
機関と調整の上、一ツ葉大橋の
工事を完了させる。
　災害発生時に備え、津波避難
誘導施設の具体的な運用方法を
紹介した動画を作成し、公社ホー
ムページ等で周知を行う。経営・事業

運営改善

宮崎市橘通東二丁目７番18号所在地

令和7年度

　宮崎県の区域及びその周辺の地域において、その通行又は利用について料金を徴収することができる道路の新設、改築、維
持、修繕その他の管理を総合的かつ効率的に行うこと等により、この地域の地方的な幹線道路の整備を促進して交通の円滑化を
図り、もって住民の福祉の増進と産業経済の発展に寄与することを目的とする。

内容

県所管部・課
県土整備部
道路建設課

100.0%

https://www.miyazaki-dk.or.jp

名　称

設立年月日

 ０９８５－２５－１５８８

宮崎県道路公社

昭和46年9月1日

特記事項

総出資額

設立目的

理事長　重黒木　清

2,987,000 2,987,000

令和6年度

　当公社は、地方道路公社法に基づき設立され、これまで有料道路事業を実施している。計画では、令和２年２月末に無料化の
予定であったが、国土強靱化の観点から有料道路内の橋梁の耐震対策が急務であると判断し、令和元年10月に国の許可を受け、
料金徴収期間を10年間延長することとなった。
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(計画）
　料金収入を確保するため、低料
金で快適に通行でき美しい景観も
堪能できる有料道路の魅力を発
信することによる利用促進や、缶
バッジプレゼントキャンペーン等
による回数券の販売促進に努め
る。
　また、引き続き、道路植栽の適
正化を図るなど維持管理費の縮
減にも努める。
　

（～令和４年度）
・料金収入の確保及び経
費縮減
・回数券販売促進活動
（令和５年度～）
・料金収入の確保
・経費縮減

（計画）
　橋梁の耐震対策等を推進する
ための高度な専門性を有する県
派遣技術職員と、資金管理や財
産管理に係る豊富な行政経験や
知識を有する県再雇用職員の継
続配置により、適正な職員数を確
保し、効率的な業務執行を行う。

（計画）
　県派遣職員及び再雇用職員の
継続配置と、プロパー職員の育
成により、適正な執行体制を確保
し、効率的な業務執行に努める。

(計画）
　回数券や別納券等の販売促進等により料金
収入の確保を図るとともに、工事費や維持管理
経費の縮減に努める。
　料金収入の確保のため、昨年度に引き続き、
イオンモール宮崎と協働して一ツ葉有料道路利
用促進キャンペーンに取り組む。
　また、道路植栽の適正化を図り、維持管理費
の縮減を行う。
（実績）
  料金収入の確保を図るため、引き続き回数券
の委託販売先を拡大するとともに、令和５年度
に続きイオンモール宮崎と連携し無料通行券を
配布する利用促進キャンペーンを実施した。
　このような取り組みにより、交通量及び回数券
販売額は目標値を上回った。
　経費縮減については、昨年度に引き続き、回
数券の販売手数料率を段階的に引き下げると
ともに、立ち枯れしている修景木撤去や防草
シート施工による除草面積減など道路植栽の
適正化に取り組み、維持管理費の縮減を図っ
た。

（計画）
　県派遣職員及び再雇用職員の継続配置と、
プロパー職員の育成により、適正な執行体制を
確保し、効率的な業務執行に努める。
（実績）
  県派遣職員及び再雇用職員を継続配置する
とともにプロパー職員２名の資質向上を図り、
適切な組織体制を確保し、効率的な業務執行
に努めた。

（計画）
　橋梁の耐震対策等を推進するための高度な
専門性を有する県派遣技術職員と、資金管理
や財産管理に係る豊富な行政経験や知識を有
する県再雇用職員の継続配置により、適正な
職員数を確保し、効率的な業務執行を行う。
（実績）
　橋梁の耐震対策事業等を着実に推進するた
め、県派遣技術職員３名と豊富な行政経験や
知識を有する県再雇用職員を継続配置した。

③
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し

人的支援
見直し

財政支出
見直し

財務改善

組織等適
正化

（計画）
　回数券の販売促進等により料
金収入の確保を図るとともに、
工事費や維持管理経費の縮減
に努める。
　特に令和５年度は、料金収入
の確保のため、イオンモール宮
崎と協働して一ツ葉有料道路利
用促進キャンペーンに取り組
む。
　また、道路植栽の適正化を図
り、維持管理費の縮減を行う。
（実績）
   利用者の視点に立った管理
運営及び利用促進に努めた結
果、交通量及び回数券販売額と
もに目標値を上回った。
　 これにより、料金収入につい
ては、前年度実績及び目標値と
もに上回った。
　 料金収入の確保を図るため、
初めてイオンモール宮崎と連携
した無料通行券配布キャンペー
ンを実施する等一ツ葉有料道路
の利用促進に努めた。
　 経費縮減については、令和６
年１月から回数券の販売手数
料率の引き下げを行うとともに、
立ち枯れしている修景木撤去や
防草シート施工による除草面積
減による維持管理費の縮減等
に取り組んだ。
　 回数券については、販売委託
先の新規開拓を積極的に行い、
５カ所増やして５２カ所にするな
ど販売促進活動に取り組んだ。

（計画）
　橋梁の耐震対策等を推進
するための高度な専門性を
有する県派遣技術職員と、
資金管理や財産管理に係る
豊富な行政経験や知識を有
する県再雇用職員の継続配
置により、適正な職員数を確
保し、効率的な業務執行を行
う。
（実績）
　橋梁の耐震対策事業等を
着実に推進するため、県派
遣技術職員３名を継続配置
した。

（計画）
　県派遣職員及び再雇用職
員の継続配置と、プロパー職
員の育成により、適正な執行
体制を確保し、効率的な業務
執行に努める。
（実績）
　県派遣職員を継続配置す
るとともにプロパー職員２名
の資質向上を図り、適切な組
織体制を確保し、効率的な業
務執行に努めた。

改
革
工
程

（～令和４年度）
・必要に応じた県職員の
派遣見直し
（令和５年度～）
・必要に応じた県職員の
派遣見直し
・県退職者の配置検討

・適正な執行体制の確保



合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

4 1 2 4 1 2 1

3 1 2 3 1 2 0

1 0 0 1 0 0 1

11 4 5 11 4 5 2

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

令和6年度 令和7年度

決算額(千円) 予算額(千円)

①  

②  

③

④

⑤

令和7年度 令和8年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 8,492 103.3% 8,325 8,293

② 363,645 104.5% 356,494 355,103

③

事業名 事業内容 種別

2

県職員人件費
（県支給分）

県借入金残高

（計画）
　情報発信に当たっては、より多く
の県民等に伝えるため、ホーム
ページや公式ＳＮＳ等幅広い媒体
を活用し、通行規制など基本的な
情報の適時適切な発信を行うほ
か、利用促進のための魅力の発
信、災害等への利用者の安全安
心確保についての情報発信を行
う。

1

1

0

令和7年度

左記以外の者

令和6年度

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

指標の設定に関する
留意事項

年間の延べ通行台数（千台）

（計画）
　ホームページを活用し、一ツ葉有料道路の利
便性や景観等の魅力を発信するとともに、連動
した公式SNS(X：旧Twitter、LINE、インスタグラ
ム)により、タイムリーな道路情報の発信に努め
る。
（実績）
  ホームページを活用し、一ツ葉有料道路の利
便性や景観等の魅力を発信した。併せてＳＮＳ
により、休業中のレストハウスのリニュアルオー
プンや地震・津波対策、一ツ葉有料道路を利用
して行われたトライアスロンの様子などを発信し
た。その他、県政番組でその魅力や利便性など
を発信した。

④情報公開推進

人
的
支
援

常　勤

指標名

役員数　

（人）

県交付金・負担金・
出資金

（千円）

職員数

非常勤

347,881

　令和７年度以降の目標値は、令和６年度に策定した事業計画による。

令和6年度

年間販売額（千円）

算式（単位）

①　一ツ葉有料道路の維持、修繕及び管理
②　一ツ葉有料道路北線のパーキングエリアの管理
③　自動車駐車場（31台）の管理

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

8,224

 

目標値

実
施
事
業

 

県
関
与
の
状
況

活
動
指
標

一ツ葉有料道路利用台数

県補助金

県委託料

その他の県からの支援等

（計画）
　リニューアルしたホーム
ページを活用し、一ツ葉有料
道路の利便性や景観等の魅
力を発信するとともに、連動
した公式SNS(X：旧Twitter、
LINE)により、タイムリーな道
路情報の発信に努める。
（実績）
　令和５年６月にリニューア
ルしたホームページを活用
し、一ツ葉有料道路の利便
性や景観等の魅力を発信す
るとともに、連動した公式
SNS（X：旧Twitter、LINE）に
より、タイムリーな道路情報
の発信に努めた。

（千円）

有料道路回数券販売活動

 

財
政
支
出
等

・ホームページでの情報
公開の充実



令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

収入 Ａ 998,205 1,109,926 1,197,823 Ａ 22,719,484 23,564,078 24,138,575

　事業収入 997,808 1,063,846 1,084,543 3,622,976 3,879,122 2,811,536

　補助金等収入 0 0 0 19,096,507 19,684,956 21,327,039

　上記以外の収入 397 46,080 113,280 負債 Ｂ 19,732,484 20,577,078 21,151,575

支出 Ｂ 998,205 1,109,926 1,197,823 流動負債 67,535 525,495 622,076

　事業費 309,392 583,155 586,812 19,664,948 20,051,582 20,529,499

　管理費 138,620 107,349 101,376 正味財産 Ａ－Ｂ 2,987,000 2,987,000 2,987,000

　その他の支出 550,194 419,422 509,635 うち基本金 2,987,000 2,987,000 2,987,000

0 0 0 0 0 0

令和7年度 令和8年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

1,077,278.3 102.5% 1,035,790.0 1,032,250.0

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

財
務
状
況

②

財
務
指
標

指標名 算式（単位）

①

うち当期正味財産増減額

（千円） 1,051,000.0

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

0

道路料金収入

③

　　　　　　　　  　　貸借対照表　　　  　　　　（千円）　　　　　　　　  　　収支計算書　　　  　　　　（千円）

総
合
評
価

　令和７年度以降の目標値は、令和６年度に策定した事業計画による。

評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あ
り、Ｄ課題多い)

直近の県監査
の状況

　令和６年度財政援助団体等監査(令和６年10月21日）において、指摘事項はなかった。

評価 (Ａ.良好､Ｂほぼ良

好､Ｃやや課題あり、Ｄ課題多
い)

目　標
達成度

公社等
自己評価

指標の設定に関する
留意事項

　令和６年度は、利用者の視点に立った管理運営及び利用促
進の結果、道路利用台数及び道路料金収入は共に目標値を達
成しており安定した管理運営が図られている。引き続き、道
路料金収入の確保や経費節減に取り組み、経営基盤の強化を
図るなど、県出資金の全額償還に努める必要がある。
　さらに、国土強靱化の観点から県民の生命、安全・安心な
暮らしを守るため、道路等の計画的な補修、橋梁の耐震対策
を着実に推進していく必要がある。

当期収支差額　Ａ－Ｂ

県所管部課
二次評価

　改革工程に沿って、橋梁の耐震対策工事の一
ツ葉大橋の継続実施と一ツ葉橋の完了、津波避
難誘導施設の運用方法の周知等に取り組み、概
ね順調に推移している。
　活動内容については、利用者の視点に立った
管理運営及び利用促進に努めた結果、活動指標
の通行台数については達成度103.3%、回数券販
売額についても達成度104.5%、とともに目標を
上回った。
　財務内容については、道路料金収入が目標値
を上回り、前年度比較で増収となり、資産状況
や資金繰りを含めた財政基盤も安定している。
　組織運営については、県派遣職員及び再雇用
職員を継続配置するとともに、プロパー職員の
資質向上を図り、適正な業務執行体制の維持を
図ることができた。
　今後も、公社事業に影響する外部環境の変化
に注視しながら、道路料金収入の確保及び経費
削減を図る。併せて、橋梁耐震対策に計画的に
取り組むとともに、快適な道路の維持管理に努
めていく。
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